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and society ; B & S）の理論、または「経営におけ
る社会的課題事項」（social issues in management ; 
SIM）の研究と呼ばれるものが挙げられる6。この


































































7 Wood, Donna J. and Cochran, Philip L. （1992） “Business and Society in Transition”, Business and Society, Vol. 31, No. 1, Spring, pp. 1-7.
8 この語は、マーク・トウェインが当時の政治腐敗、資本家の台頭、格差の拡大を皮肉った同名の小説に由来する。
9 Frederick, William C., Post, James E. and Davis Keith （1992） Business and Society : Corporate Strategy, Public Policy, Ethics, 7th ed., p. 33.
10 なお、当時の「企業篤志家」においてもその富を得る方法を指して、「泥棒男爵」と譬えられた人々が含まれるということにも、Frederick は注意を促し
ている（Ibid., p. 33 ; 中村、前掲書（1994c）243 ページ）。
11 Frederick, et. al., op. cit., p. 33.









































































そこで、Ackerman & Bauer は1976年に企業に関
13 Bowen の社会的責任論の前提として、Berle & Means（1932）が『近代株式会社と私的財産』の中で主張した企業における所有と経営の分離の考え方
がある（エプスタイン（1996）『企業倫理と経営社会政策過程』中村瑞穂他訳、文眞堂、134 ページ）。
14 Davis, K. （1960） “Can Business Afford To Ignore Social Responsibilities?” California Management Review, Vol. 2, No. 3, pp. 70-76 ; 小山嚴也（2011）
『CSR のマネジメント』白桃書房、33 ページ。
15 例えば、Hayek, F. A. （1960） “The Corporation in a Democratic Society”, in Anshen, M. & Bach, G. L. （eds.）, Management and Corporations 1985, 
New York, McGraw-Hill ; Friedman, M. （1962） Capitalism and Freedom, Chicago, University of Chicago Press.（熊谷尚夫、西山千明、白井孝昌訳『資
本主義と自由』マグロウヒル出版、1975 年）など。
16 McGuire, J. W. （1963） Business and Society. を参照。
17 エプスタイン、前掲書、134-136 ページ。
18 CED（1972）『企業の社会的責任』（経済同友会編訳）鹿島出版会、9-18 ページ；小山、前掲書、34 ページ。
19 小山、前掲書、35 ページ。










































































22 Ackerman, Robert W., and Bauer, Raymond A. （1976） Corporate Social Responsiveness: The Modern Dilemma, p.10；中村、前掲書（1994c）248-249ページ。
23 Ackerman & Bauer, op. cit., p. 9 ; 中村、前掲書（1994c）250 ページ。
24 Epstein, Edwin M. （1989） “Business Ethics, Good Citizenship, the Corporate Social Policy Process: A View from the United States”, Journal of 
































































































































































34 Freeman, R. Edward （1984） Strategic Management: A Stakeholder Approach, Pitman, p.46.











































































37 Epstein, op. cit.
38 Ackerman and Bauer, op. cit., p. 3.
39 正札販売とは、小売価格政策の一つであり、すべての顧客に対して同じ価格で販売する販売方法のことである。
40 陰徳事業とは人に知られないように、すなわち自己顕示や見返りを期待せずに、善行を施すことである。
41 井上喜博（2016）「長寿企業のビジネスモデル」佐久間信夫編『よくわかる企業論（第 2 版）』ミネルヴァ書房、122-123 ページ。









































































総局と共同で「日 EU CSR ワーキンググループ」を開
催し、CSR・サステナビリティ分野での日 EU 間の協







43 川村雅彦（2015）『CSR 経営』Nana ブックス、17-21 ページ。
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